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第一テサロニケ　1:1
　テサロニケは、ギリシア北部、マケドニアにある大きな町で、パウロたちは第二次伝道旅行でヨーロッパに足を進めた際に、ピリピの次に本格的な伝道活動を行った場所である。3週間ほど滞在して、精力的な取り組みを進め、キリストの福音に心を開く人々も増えていたのだが、ユダヤ人勢力による妨害で騒動となり、パウロたちは町を出ることになった。その後、パウロたちはアテネの方に足を進めるのだが、始まったばかりで置いてくることになったテサロニケ教会のことが気がかりで、この手紙を書いたのだと見られる。このため、この二つの手紙は始まって間もない教会向けのものと言えるので、キリストを信じて歩んでいこうとする基本的な姿勢を指し示すことを意図したものと言える。そんなつもりで読んでいきたい。
 
第一テサロニケ　1:2-3
　パウロが手紙の宛先について、好意的な言葉を最初に書くのはよくあるものだが、テサロニケへの言葉は、なおいっそうの喜びを伴っているのだと言える。テサロニケ教会は始まったばかりなのにリードしてくれるはずのパウロを失った（離れざるを得なかった）。当然、負担や戸惑い、そして意気消沈などもあるところだ。しかもパウロたちは反対勢力に追い出されるような形で離れている。くじけそうになったとしても不思議ではない。だがテサロニケ教会はしっかり歩んでいた。もちろん、足りない所は多々あるけれど、でも、彼らは本当に信頼出来る救い主を見出していたのである。パウロとしてはそのことを、深く感謝せずにはいられなかったのだ。
 
第一テサロニケ　1:3-6
　テサロニケ教会の様子として注目させられるのは、彼らが苦難の中で歩み続けていたことである。もちろん、他の諸教会も厳しい事柄はあった。でもパウロとしては、混乱の中で置いてきたテサロニケを案じる思いが強かったのだろう。そして、彼らが歩み続けていたことは、何よりの幸いとなっていた。神がパウロに与えてくれたご褒美、と言ってもいい。そう、一人の人が神の前にしっかり立ち続ける姿というものは、本人にとっての幸いはもちろんだが、それを見ている人々、あなたを案じている人たちにとって、格別の恵みであることを覚えていたい。だからこそ、人は誰かのために祈り、そして、祈りに応えてくださる神に感謝し、御名をほめたたえるのだ。
 
第一テサロニケ　1:6
　テサロニケ教会が苦難の中にあったのは、この町の教会がそれなりに大きくなっていたことも関連する。ピリピなどに対しては、パウロはここまで案じていない。むろん、信仰の歩みは常に闘いが伴うし、この時代ならばどこでも迫害はあっただろう。それでも、教会自体が小さければ、周りも無視したり、気にもしないで過ぎてしまう。しかし、それなりに発展していけば、人々の目にもとまり、そして攻撃も増す。教会の成長は大きな幸いだが、それは苦難を招くこともある。そのことを忘れずに、その覚悟をもって、主にある成長を求めていきたいものだ。
 
第一テサロニケ　1:5,8
　テサロニケの人たちは主の御言葉を受け入れて、信仰者になっていった。神の呼びかけこそが、人に信仰を宿し、いのちを与え、その歩みを助け導く。ただし5節には、言葉だけでなく、とも出てくる。ここは、テサロニケの人たちが主を知るようになった際について、パウロたちの言葉巧みな弁舌によって引っ張り込まれたのではなく、神が豊かに働きかけてくださったからこそ、という認識を示すものである。御言葉に寄り頼むことは、人の力や知恵ではなくということを示す大事な点だ。でも同時に、それが神の御言葉ではなくて、人々の言葉によって心動かされた、感動した、というような部類のものとも混同しやすい。結局の所、人が真に信仰へと目覚めるのは、神の働きかけ次第である。だからこそ、生きる者、生かされている者たちとしては、一切は神によってこそ、を心に柱としておきたい。
 
第一テサロニケ　1:7-8
　ひとりの人の信仰は、もちろん、その人自身にとっての幸いである。だが聖書は同時に、この信仰は他の人にとっての益でもあると語る。それはその人の姿が、「ここには信頼に足る神がおられるのだ」ということを実証するものとなり、「その人の信頼にこの神は確かに応えておられる」という実例にもなるからだ。神を知らずにいた人たちにとっては出会いの機会となり、すでに信じている人々にとっては励ましとなりえる。その意義は大きい。テサロニケの人々は苦闘していたが、それでも主を信頼して歩もうとしていた、その姿が大きな祝福を人々にもたらしていたのだ。今でもそれは同じで、何か特別なことではなくても、日々を主の前に歩んでいる人々の姿こそ、大きな幸い、喜びの源であることを、いつも痛感させられている。
 
第一テサロニケ　1:7-8
　模範と書かれているように、ここで提示されている祝福は、模範、きっかけである。仏教では功徳の伝授という概念があって、他の人たちが仏教に帰依して積み上げる功徳を譲り受けることができる、という理念がある。それをどう考えるかは別の話だが、聖書にはこの概念はないということを明確にしておくべきだろう。他の人たちの信仰は大きな励ましとなり、力となり、とてつもないエネルギーともなる。だが、それを受け止めるかどうかは本人次第である。受け取って、それなら自分も神を信じようとするかどうかは本人次第である。回りからの限りない助力を語りつつも、主の前に立つのはあなた自身、と語るのが福音だ。それだからこそなおさら、この信仰は、その気があれば決して難しくはなく、修行も不要で、どんな人でも手の届くものであることを言い添えねばなるまい。
 
第一テサロニケ　1:9-10
　テサロニケの人たちがどのような信仰を歩んでいたのかが語られている。まずはパウロたちが受け入れられたこと。それこそ、どこの馬の骨とも分からない人々がやってきて、キリストという人に関する話を語った。奇妙な話で、自分たちがこれまで知っている事柄とは大きくかけ離れていた。だが、彼らはそれを受け入れた。パウロの弁舌に丸め込まれたのではない。あえて言えば、パウロたちの人柄に惚れたのでもない。力ずくで強制されたのでもない。もちろん、彼らにとって益になることだったからではあるが、ただし、そこに差し出されている幸いは、彼らが見知らぬものだった。でも彼らは信じた。そうなった理由について、パウロは確かに、そこで神の言葉が語られていったこと、人々がそれを聞いたということが鍵だと理解している。神は初めからこの世界に対して、ご自身の呼びかけによって向き合ってこられた。それはパウロの時代も、今も同じである。
 
第一テサロニケ　1:9
　続けて、テサロニケの人たちの信仰の姿が語られる。それは偶像から立ち返って、生けるまことの神に仕えるようになったこと、である。生けるまことの神、という言葉が指し示しているのは、偶像は生きていない、そして、真実を実現もしない、ということである。テサロニケはギリシア文明の中にあるので、彼らが信奉してきたのはギリシアの神々だろう。だがそれは、決して崇拝に値する偉大さを持っている相手ではなく、力が強いので圧倒されている、というのに近い。その点では、主なる神は、そういった人が作り出した神々の力を圧倒し、ご自身の支配をこそこの世界に示して行かれる。それはけっして力比べではない。エリヤなどは例外的だ。もっと単純に、物事を動かし得るのは主なる神だけであることを示し続けていくのだ。だからこそ後の人々は、迷信にとらわれずに、諸事象そのものを見て探求し、思い込みで世界が動いたりはしないことを確かめ、そしてまた、まことの神がその一切を掌握しておられることを確認して歩んでいった。自然科学と呼ばれるものの出発点はそこにある。
 
第一テサロニケ　1:10
　御子の再臨ということが、テサロニケの人たちの信仰内容として語られている。このテーマは突き詰めていこうとすると、けっこう複雑である。ただ、物事を単純化して見ようとするなら、これは異教社会の中にいるからこそ、欠かせないものである。人々が目の前に見ているのは、主なる神などは気にしないで動いている社会である。自分たちが信じている神の偉大さなど、ほとんどの人は知りもしない。もし、目の前のことだけを見ているならば、主なる神の確かさはどこにも見えないように感じてしまうかもしれない。だが、神はこの状態を放置してはおかない。だから再臨の約束は重要である。もっとも、直ちに来て決着をつけるか、それとも時間をかけて人々が主なる神に立ち返るのを待ち望むのか、それはどちらも主の権威を示すものでありえる。そしてテサロニケの人たち自身もまた、待ってもらっていたおかげで、主に出会い、信仰に至ったのだから、さっさと済ませてしまいましょう、ということにはなるはずもない。
 
第一テサロニケ　1:10
　御子が来臨するという話だけでは、不思議な出来事で人々を驚かせるという手法と同じになってしまう。この方の来臨、再臨は、もっと明確な目的がある。それは人々を滅びから救い出すことである。彼ら自身の罪に基づく滅びである。正義の鉄槌を妨げることなどできないはず、だ。でも、この方は死を打ち破られた方、しかも主なる神ご自身の支配の中での打破。だからこの方は、人々の罪を打ち破る。罪と死は結びついているものであり、死を破る者こそが、罪をも破ることが出来るという提示である。テサロニケの人々は、その希望を信頼したのだ。
 
第一テサロニケ　1:10
　やがて来る御怒り、と語られているが、この世の状況を真剣に見ようとする者であれば、このままで済むはずがない、と考えるのは当然のこと、でもあろうと思う。初めから人の世界に期待などかけず、ぐちゃぐちゃのまま、泥まみれのまま、ただひたすら放置されているのみ、ということならば、決着の時などは考えないかもしれない。輪廻の世界には、決着の時は存在しないはずだ。でも、神は人を「良きもの」として造られたのであるから、それが良いものであることを望まれる。そして実態は違う。覚悟せねばなるまいと考えるのは道理だ。テサロニケの人たちもそういうふうに思っていたようである。ただ、この手紙でも、そして聖書全体が言い続けているのは、怒りが当然である事態の中で、しかし神はそこに救いを与え、助けを与えてくださるということ。その希望と確信が、信仰者には必要だ。とりわけ、人の世の罪を痛感したばかりの者たちには。
 
第一テサロニケ　2:1
　無駄、というのは奇妙な言い方だ。テサロニケに行ったけれど何の意味もなかった、ということなら、せっかくテサロニケに行ったのに、誰も信じてくれなくて無駄足だった、という意味合いになる。が、宣教ということを考えると、そんな感覚はない。目の前の結果に一喜一憂するのは望ましいことではない。語ること、訪れることが必要だと確信するなら、相手の反応などに関わらず、事を遂行すればいい。とすれば、この「無駄ではない」は、「出掛けて行ったことが本当に意味を持ち得て、しかもテサロニケの人たちにとって益になり得て、本当に良かった」という趣旨か。つまり、パウロにとっての「無駄」ではなく、テサロニケの人たちにとっての「無駄」ということだ。自分たちが無駄なものを持ち込んだのではなく、益になるものを運べたことに深く感謝している。それでこの後、どんなふうに意味あるものとして運べたのかが語られていく。
 
第一テサロニケ　2:1-2
　パウロたちがテサロニケで取り組んだことは「無駄」なことではなかった。当時、パウロたちは激しい反対に遭って町から退避することになった。それはつまり、回りから見れば、敗退したと評される可能性もあることだ。一般的に言って、回りから攻撃されているものに興味を示す人は少ない。まして、負けたように見えるものを評価する人は滅多にいない。パウロ自身も言うように、十字架につけられて、殺されてしまった人などを信じて敬うなど、そんな馬鹿げた話はない、と見られるのが世の常識である（第一コリント1:23）。でも、そのようにして語られた福音は、テサロニケの人たちの中に根付いた。早々に立ち去ることになってしまったのに、それでも教会は形成された。パウロ自身にとっても驚きであり、それ以上にこれは大きな幸い、テサロニケの人たちにとって実に価値ある出来事になり得た。パウロはテサロニケの人たちを思いながら、神の御業のすごさに感激しているのである。
 
第一テサロニケ　2:3-5
　一般的感覚からすれば拒絶されても当然、という状況の中で受け入れられたのは、神ご自身の恵みである。同時にパウロは、そういう祝福を伝えようとする者のあり方として、自分たちの姿勢を語る。それはテサロニケのこれから、あるいは世界中での福音宣教の基軸としても言えることだろう。まずは、神ご自身に対して誠実であること、である。人の思いや人の都合、人が納得しやすいかどうかではなく、あくまでも神はどのように語られたのかを伝える。逆境の中でも意味を持ち得る宣教は、こういう基軸が欠かせない。さもないと、表面的には受け入れられているように見えても、何の意味も持ち得ないものになるだろうから。でも、ついつい、この世に同調させてしまいやすい傾向は、誰もが持っているものであることを、心に刻んでおきたい。
 
第一テサロニケ　2:5-8
　何かをするとき、自分に得になることを考えるのは、ごく自然なことである。ひたすら与え、自分は何も受けず、というのは、格好が良いようでいて、決して健全な姿ではない。ただパウロはテサロニケでの活動を振り返って、自分がテサロニケの人たちから何かを得ようとしたわけではないことを断言する。得たとしても間違いではなく、そういう立場、資格もあったけれども、と言っている。パウロは他の箇所では使徒としての立場を主張する場合もあるし、受けることについても堂々としている場合もある。これはテサロニケという、初めて人々が神に出会う場面であったからだろう。それは、この活動が人々から誤解させないためでもある。後々としては、あのピリピに対しても献金の話を書き送っているように、そういう取り組みは意味がある。必要でもある。だがそれは、人々がそういう信仰を抱くようになってからの話。まずは大いに与えられて、徹底的に与えられて、というところから始まればいい。福音を聞くに当たって料金などはない。そのあたりは扱いにくいので、現代でも曖昧化されているようにも思うし、様々に知恵が必要であるのだが、きちんと整理して、提示していくべきものだろうとも思わせられる。
 
第一テサロニケ　2:8-12
　テサロニケの人たちとパウロとは、あの時はまさに初対面であり、父親のように、というほどの結びつきが築かれていたわけではない。だが、福音を伝えて間もなく離れてしまったこともあって、なおさらパウロは彼らのことが気に掛かって仕方がなかったのだろう。人間同士の間では、こういう感覚になるかどうかは、その時々でもあるとは思う。ただ、神が人に対して持っておられる心は、まさに切なる、である。父なる神、と呼ぶのだが、私たちが天の父と思っているよりも先に、それ以上に、神は人に対して、そのありようについて、父として、切なる思いを持って向き合っておられることを考えさせられる。それゆえにこそ私たちは、天の父よ、と祈り求めることもできるのであるが。
 
第一テサロニケ　2:9-10
　テサロニケにいたときの行動について、パウロは弁明するような言い方で語っている。この様子を見ると、テサロニケにおいてパウロのことを悪く言い、あんな奴の宣伝したことなど信頼すべきではないと攻撃されていたのかなとも思われる。新たに示された何かの主義主張を否定するのには、それを提示した人自身の信頼性を攻撃するのが最も効果的でもある。パウロだって完全ではない。突っ込まれるとしたら様々にあり得る。だが、そのことで臆していては大切なことを届けられない。だからこそ誠実を心掛けながら、そして自らの行動にも心を配りつつ、パウロとしては取り組むのである。なお、こういうふうに弁明的な言い方になるのは、自分を守るためではない。せっかく届けた福音、それを受け取ったテサロニケ教会の人たちを守るためにこそ、である。
 
第一テサロニケ　2:9-10
　パウロに対する攻撃は各地で起こっている。そして、パウロの使徒性に関する論議や、彼の取り組み方についての批判などが騒がれていたことは書簡を見ているとよく分かる。ただ、奇妙に思うのだが、彼の前歴を持ち出して、そこから攻撃するという様子はあまり見られない。あれだけ否定していたものを今さら推奨するのか、二枚舌だ、とか批判されてもありそうなのに、そういう光景はあまりない。当初、エルサレム教会などで警戒されたことと、それからパウロ自身が自らの与えられた恵みを語る際にそのことを持ちだしているだけで、攻撃側の道具にはなっていないようだ。当時の人にはそういう攻撃が馴染まなかったのか、あるいは、その攻撃は逆の意味を持ち、あれだけ確信していた人ですら転向するほどの幸いがキリストの福音にはあるという実例になってしまうという懸念か。ちょっと興味深い所である。
 
第一テサロニケ　2:9
　経済的に負担をかけない、ということへの言及は、テサロニケが初めて福音を聞いた時であることからすれば、むしろ当然である。いわゆる献金は、幸いを受けた後でなされていくものであって、教えを受けた「料金」ではない。その点では、世の中に通常として存在する教師たちの位置づけとは違う。なお、時として、この言葉は自給的活動を推奨するように受け止められることがあるが、聖書は全体として、それを評価してはいない。専念して取り組むことが出来るのが最善であり、片手間で済ませられるものではないからでもある。パウロの場合は、宣教地からは受け取らず、他の場所にある教会から資金を送ってもらって、その働きを進めていた。今日においてそれを実行するとして、どのような方式が考えられるのかは、まだまだ十分に検討されてはいないようにも思う。
 
第一テサロニケ　2:12
　たとえば結婚相手に、自分にふさわしいものを求める、という言い方がなされることがある。一般的にはそれは、学歴とか家柄とか、あるいは才能とか見た目とか、そういったことについて、隣に立っていて見劣りしない、というような意味合いで使われるので、そういう感覚自体を嫌がる人も少なくないだろう。神にふさわしい、という言い方も、これと同じ意味合いで受け止められる傾向がある。が、だとすれば人々は聖なる神、全能の神と並んでいても見劣りしないくらいに立派であることが要求される、という趣旨になってしまう。そんなことは不可能である。誰一人、神と同等の栄光を身に帯びることなどできはしない。ではパウロは何を言おうとしているのか。それは、罪深き者をそれでも顧みてくださり、受け止めて下さった神の慈愛をちゃんと理解して、そうやって赦され、生かされている者らしく歩んでいくことの勧めである。立派な者になることよりも、神への深く感謝と、そしてまた、与えられた幸いを他の人と分かち合っていこうとする志こそ、「ふさわしく」と呼べる。
 
第一テサロニケ　2:13
　テサロニケで人々に語ったのはパウロたちであり、人々の目の前に立っていたのは人間である。だから、そこで語られたことについても、それは単に人間の考え、人間の呼びかけに過ぎない、というふうに受け止める人がいるのは、むしろ当然でもある。端から見れば、それ以外のことなど考えられない所でもある。だが、たとえ目の前にいるのがただの人に過ぎなくても、もし、そこで語られている言葉が神からのものであるなら、そこに提示されているのは神からの呼びかけと言える。聞く者たちは、その見極めが求められる。そして、その見極めによって、その人の応答の仕方は変わるだろうし、それは結局、神の祝福とどう関わっていくのかを左右することになる。
 
第一テサロニケ　2:13
　時代劇を見ていると、家臣たちは「殿」の言葉に対して、強い認識を抱いている様子が分かる。殿からの書状が届けば、その使者の身分が低かったとしても、家老よりも上座に立って読み上げ、従え、と命ずる。家臣はその前にひれ伏す。当然、それが本当に「殿」の書状なのかどうかは外科密に確認されるわけで、花押などを確かめることになる。真実に「殿」の言葉ならば服従するが、もし、「殿」のものだと確認ができないとしたら、そんなものに従わないのは当然、持ってきた使者は断罪される。「殿」の言葉ではないけれども、内容に同感するから受け入れる、などという対応はあり得ない。最も重要なのは、内容に関する感想ではなくて、それが「殿」の言葉であるかどうか、であるからだ。今日の社会は、キリスト教信仰に立つとしている者たちは、神の言葉に対して、このくらいの毅然とした姿勢を持っているのか、と考えさせられる。
 
第一テサロニケ　2:14-16
　テサロニケのクリスチャンたちは、大半が異邦人である。異邦人とユダヤ人は違う、というのが世間一般の概念だが、パウロはそこに同類性を指摘している。ユダヤのクリスチャンたちはユダヤ人によって苦しめられ、異邦人クリスチャンたちは異邦人社会で苦しめられていたから、である。そのように告げることによってパウロはテサロニケの人たちを励ましている。今は厳しい状況にあるが、あのユダヤの教会が力強く立っていったように、あなたがたもこれから先、必ず力強く立っていくことができるようになるのだ、と言うのだ。苦しみばかりが見えていると、気落ちして、崩れ落ちてしまいそうになるかもしれない。だとしたら、そういう苦しみを経て、それでも立ち続けている人々の姿というものは、きっと良き励ましになることだろう。
 
第一テサロニケ　2:15-16
　異邦人社会がキリストを信じる人々を弾圧するのは、自分たちの歩んできた世界と食い違っているからだ。と同時に、テサロニケもそうだが、異邦人社会がその当時、キリスト教に反対するきっかけになっていたのは、ユダヤ人たちが攻撃して、悪評を流していたことも影響している。テサロニケの異邦人信者にとっては、これは戸惑いでもあっただろう。主なる神を信じているはずなのに対立がある。パウロとしては、ユダヤ側の態度が根本的に間違っていることを明示する必要性を覚えていたのである。そして彼らの意図が、異邦人に神の祝福が届くことを拒むがゆえのものであることが指し示されている。テサロニケの人々にとってこの言及は必要であった。ただし、後々の人々はこういった指摘に過剰に反応して、ユダヤ人を拒む歴史を作ってしまったことは考えさせられる。それでは結局、ユダヤ人がしていたこと（他者に神の祝福が届くことを拒む）と同じである。
 
第一テサロニケ　2:16
　罪が満ちて、神の怒りが極みに達している、という言い方からは、かつて、イスラエルがカナンに入っていこうとする時点でのカナン人の状態のことを思い出させられる。しかし、だからすべてのカナン人は排除する、ということではなかった。人々が神に頼り求めていこうとするならば、それは歓迎され、受け止められ、そして、祝福がもたらされている。そういう事柄がちゃんとあるのだが、それでもなお厳しい語り方がなされているのだということをも、意識しながら読んでおくべきだろう。パウロは決して、ユダヤ人を憎んでいないし、滅んでしまえと思ってもいない。彼らの救いを切望し、そのために自らが犠牲になってもいいとも言い、そしてこういう厳しい言葉が語られている、そのことを知っておきたい。
 
第一テサロニケ　2:16
　罪が満ちて、神の怒りが極みに達している、という言い方からは、かつて、イスラエルがカナンに入っていこうとする時点でのカナン人の状態のことを思い出させられる。しかし、だからすべてのカナン人は排除する、ということではなかった。人々が神に頼り求めていこうとするならば、それは歓迎され、受け止められ、そして、祝福がもたらされている。そういう事柄がちゃんとあるのだが、それでもなお厳しい語り方がなされているのだということをも、意識しながら読んでおくべきだろう。パウロは決して、ユダヤ人を憎んでいないし、滅んでしまえと思ってもいない。彼らの救いを切望し、そのために自らが犠牲になってもいいとも言い、そしてこういう厳しい言葉が語られている、そのことを知っておきたい。
 
第一テサロニケ　2:17-20
　テサロニケ教会とパウロとの関係は、パウロが福音を最初に伝えたことで活動が始まったということと、始まってまもなく町の中からの妨害活動によってパウロは離脱を余儀なくされた、ということが大きく影響している。教会からすれば思慕し、感謝し、でも、パウロのせいではないけれども捨てられてしまったような感覚があり、パウロとしても、後ろ髪を引かれる思いがあり、それゆえなおさら案じている。ここに書かれている両者の切なるつながりは、まさに彼らの心からあふれ出るものだった。引き離されたのは残念なことだが、こういう思いを互いに抱き続けられるというのは、実に幸いなことだと思う。
 
第一テサロニケ　2:18
　サタンの妨げ、とパウロは語っている。こういう言い方を見ると、そうかサタンが暗躍して反対する人々を操作したのか、というふうに受け止めやすいのではと思う。悪いのはサタンだと糾弾し、人々を責めても仕方がない、というように。だが聖書は罪について一貫して、当事者の人間たち自身に責任を問う。サタンの介在はあちこちで言及されているが、しかし、サタンに利用されたかわいそうな人たち、という見方はない。むしろこの言い方は、人々が直接の相手である人々の問題だけで精一杯になっているところに、サタンの問題にも言及することで、根はもっと深いのだから警戒と対応はもっと真剣にと告げたいのだと思われる。
 
第一テサロニケ　2:18
　罪の問題とサタンとの関係については、その強い関与を聖書は指摘している。ただし、サタンが支配することで人間を人形のように操らせて、ということではない。人の行動はその人自身の決断であり、その人自身の責任である。だから神は罪の課題について、何よりもその人自身と向き合われる。その上で、罪の問題全体のこと、その対策について考える上では、個々人の話だけではなく、サタンによる強い攻撃があることをわきまえ、その視点での対処が必要になることを、忘れてはならない、のだ。サタンそのものに対する神の対処は、聖書にもいくつか言及されているが、現時点ではまだ執行されていないようだ。そのこともまた、罪の問題を知る上では必要な視点である。そう、神はこの世から罪そのものを消滅させるということはなさっていない。
 
第一テサロニケ　2:19-20
　パウロの感覚がすべての人に当てはまるかどうかは分からない。ただ、彼がなしているのは、人々に福音（神の祝福を約束する知らせ）を届けること。だから彼にとって、自分のしてきたことの価値を示すものと言えば、そこに神を信じ、神の救いを受け取った人たちがいること、でしかない。何をどれだけ上手にやり遂げたかではなく、どれだけ熱心に取り組んだかでもなく、そこに神の幸いを手にした人たちがいることこそ、彼になっての意義なのだ。この言葉はパウロが、自らの使命をしっかり理解していたことの表れである。
 
第一テサロニケ　3:1-5
　テサロニケの人々を案じるパウロたちは、しかし、パウロ自身がテサロニケに戻るならますます騒動が大きくなり、テサロニケ教会の負担が大きくなる。それで彼自身は我慢して、代わりにテモテを派遣した。テモテがパウロたち一行から大いに信頼されていたことがよく分かる。彼はこの旅の途中で仲間に加えられた者である。一つの旅が持つ重みは大きいと考えるか、それとも、まだ新参者だったのにと見るか。でも、共に過ごした日数以上に、何より神がテモテを導いておられること、彼がそれをしっかり受け取っていたことが、皆に明らかであったのだろう。テモテはさほど強烈な個性は見当たらないのだが、その誠実な取り組みは貴重なものとして認められていた様子である。
 
第一テサロニケ　3:3-4
　ここで語られている苦難だが、可能性は色々あり得て、パウロたちが立ち去った後でテサロニケ教会が受けている苦難に人々が悩んでいたのか、パウロたちがギリシアに来てから受けている苦難を聞き及んでテサロニケの人たちが案じて心を乱していたということか。だが、おそらくこれは、パウロたちがテサロニケを立ち去らざるを得なくなった苦難、妨害のことだろう。良き業がなされ、神の祝福が提示されているのに、回りからは反対を受ける。だとすれば、もしかするとこの「幸い」は偽物だったのだろうか、と戸惑うのは、あり得ることである。だからこそパウロは、神の真実は人から排斥されるということを常に語る。それはイエスご自身の告げられたことでもある。回りの評判ではなく、そのこと自体の真実をこそ、ちゃんと見定める必要があるのだ。
 
第一テサロニケ　3:4
　神の真実は苦難に見舞われる。ただしこの点は気をつけておかねばならない。悪いものだからこそ排斥される場合もある。聖書においては、良きものが罪の世から排斥されることに注目した語り方が多いのだが、さすがに人の世は、悪いものを常に歓迎してばかりいるわけではない。神との関係が崩れていても、それでも人は本来、神のかたちに造られたものだ。だから、ひどすぎるものに対しては忌避する場合がある（常にそうなり得ない所が問題ではあるが）。だから、世の中から拒絶されている運動が、「これこそ我々が真実である証拠だ」と言い出すならば、それは警戒した方がいい。真実かどうかの証明は、迫害されていることではなく、その中身の真実によってこそである。むろん聖書もまた、神の真実を示す時にはその観点で語る。取り違えると危険である。
 
第一テサロニケ　3:5
　誘惑というのは、パウロたちがテサロニケの町から追い出されたことを指摘して、「あんなものに惑わされるな」と攻撃していた人々のことだろう。外面的には確かに、パウロたちは敗北して立ち去ったのだと言うこともできる。実際には、テサロニケの教会を思いやったからこそ、自分たちの存在が騒動を増加させることを案じての撤退だったのだが。でも、そういう攻撃、批判が起こることはあり得て、だからこそパウロは案じていた。せっかく始まった教会の歩みが、壊されてしまう可能性があったからである。テサロニケの教会には励ましが必要だと、深く案じたのである。そう、励ましは常に必要なのだろう。今日も、そうであり続けるべきかもしれない。そのための方策を考えねばならないのだが。
 
第一テサロニケ　3:5
　誘惑というのは、パウロたちがテサロニケの町から追い出されたことを指摘して、「あんなものに惑わされるな」と攻撃していた人々のことだろう。外面的には確かに、パウロたちは敗北して立ち去ったのだと言うこともできる。実際には、テサロニケの教会を思いやったからこそ、自分たちの存在が騒動を増加させることを案じての撤退だったのだが。でも、そういう攻撃、批判が起こることはあり得て、だからこそパウロは案じていた。せっかく始まった教会の歩みが、壊されてしまう可能性があったからである。テサロニケの教会には励ましが必要だと、深く案じたのである。そう、励ましは常に必要なのだろう。今日も、そうであり続けるべきかもしれない。そのための方策を考えねばならないのだが。
 
第一テサロニケ　3:6-10
　思いもよらないことはある。その中でも、案じていたよりも事態がずっと良かったのだという知らせは、人々の心を励まし、力づける。パウロはテサロニケの教会を案じたのだが、現実には、パウロがテサロニケの教会によって励まされたと語られている。まさに驚き、そして喜びである。しっかりと立って、しっかり神の前に生きていくことは、その人自身の幸いである。だがそれだけでなく、その姿が他の人たちに力を与え、喜びを与えることになる。この意義はとても大きいのだと、ぜひ、知っておきたい。あなたは誰かを勇気づけることができる。何かをその人のためにするのでなくても、自らがしっかりと歩むことによって、である。
 
第一テサロニケ　3:10
　テサロニケの人たちが良い状態であったことは、パウロに再訪の願いをさらに強く持たせたようである。安心だからこれでいい、ではなく、だったらなおいっそう、と思うのは、パウロの特徴かもしれない。もっとも彼には、もっと先へ、まだ見ぬ地へと進んでいく傾向も見られるのだが。なお、パウロがテサロニケに戻るのは、次の伝道旅行の時のはずだ。願ってはいても、その通りにはならないことはある。しばらくの辛抱は、神の前に歩む者たちにも、常に存在する。そう言えばパウロは、ローマに行きたいと切望していたのだが、なかなかかなわないと書いていた。
 
第一テサロニケ　3:11-13
　この願いは、テサロニケの人たちに不足している部分と考える必要性はないと思う。むしろ、彼らのことを思うときにパウロの心に浮かんでくること、心配事ではなく、むしろ、喜ばしい要素として思い浮かべる事柄について、どうかますますという思いからの祈りではないか。こういう祈りができることは幸いである。案ずる祈りも必要だが、もし、どうかますますそうあってください、と祈れるのだとしたら、そこに神の助けと導きがすでにあることを知りつつ、なおいっそうと言えるのだとしたら、これは大きな幸い、心の楽しみである。
 
第一テサロニケ　4:1-2
　この言葉は、テサロニケ教会が始まったばかりであること、パウロたちがその始まりを十分に見届ける前に離れざるを得なかったことを意識して読むのが良い。パウロはテサロニケの状態について、何か個別具体的な深刻な課題を認識していたわけではない。テモテの報告も良好で、安堵できるものだった。だから、これからもしっかり歩んで行きなさいね、という激励の意味合いである。ただしそれは、人々が熱心な心を持って、真摯に取り組んでいるだけでは足りない。人々が歩むべき道は、何よりも神によって指し示されているものであることが不可欠である。さもなければ、どれほど情熱的だったとしても、あるいは良い志の人たちだったとしても、それだけでは足りない。幸いにもテサロニケ教会は、パウロたちから教えられたことに基づいていた。ぜひともそうありたい、のである。
 
第一テサロニケ　4:1-2
　パウロたちがテサロニケに滞在していた期間はわずかである。そこで彼らはキリストの福音をその初歩から語り始めたはずだ。とすれば、語り得た部分は、いわば福音の神髄部分程度だったのではないかとも推察される。キリストの行動と、その教え、そして、十字架の意味、そのあたりで精一杯だったか。でもここでパウロは、テサロニケの人々はこの信仰をどのように生きるべきかということも含めて、ちゃんと届いているはずだという前提で語っている。ということは、事細かにクリスチャン生活の倫理や方策について語られていなくても（語られる余裕があれば幸いだが）、もし、その福音の本質そのものにしっかり向き合い、受け入れていくならば、生き方についてもまた、確かに見出していくことはできるはずだという期待が、パウロたちにはあったのだと言えそうである。さもなければ、あのエチオピアの宦官などにしても案じねばならない。綿密な教えはとても有意義であるが、キリストの福音そのものの中にも、非常に多くの豊かな教えが含まれていることを、私たちもまたちゃんと聞いていかねばと思わせられる。
 
第一テサロニケ　4:3-8
　この箇所も、テサロニケ教会の状態が悪化していたという意味合いではない。コリントとは違う。だが、テサロニケもまた異邦人の町であり、そういう環境の中にある。だからこそ、周囲においては当たり前になっている事柄について、ちゃんと見極めて、それこそ「何が良いことで、神に喜ばれ、完全であるのか」を見定めていこうとする姿勢、願いを欠かしてはならないのだ。キリスト教は、浄土に身を避けて、清浄な環境で悟りを開いていくものではない。私たちは常に、玉石混淆、清濁混乱の中に歩む。だからこそ、しっかりと見定めていくことが欠かせない。聖さに預からせるために、という目指すべき方向性を、ちゃんと意識しておくことが鍵になる。
 
第一テサロニケ　4:9-10
　この場合の兄弟愛とは、単に仲良しになるという話ではない。マケドニア全土の兄弟対に対して、とあるように、他の町々の人々に対するものが語られていて、それは他教会にために献金をしていたということである。このことはピリピの教会にも見られるもので、この地域の教会は、他の人々の必要に応えていこう、そうやって支え合っていこうという意識をしっかり持っていたようである。自分のことだけで名、他の人のことも、という姿勢は、神の恵みによって生かされている者には欠かせないことである。ギリシアなどの教会はしばしばエルサレム教会を経済的に支援したが、エルサレムもまたサマリアやアンティオキアなどで始まった教会のために、多大な支援（人的面）を行っていたことが使徒の働きには記されている。それが教会、それがキリストの福音を生きる者たちの姿である。
 
第一テサロニケ　4:11-12
　この話は第二テサロニケにおいて、より詳しく語られている。それとも重ね合わせ、また、13節からの話題も含めて考えると、テサロニケ教会には、キリストの再臨は近いという認識によって、この世の暮らしは重要ではないという思いが浸透していたのかもしれない。それは結局、回りの人々からは夢を見て生きているようにしか見えず、自らの責任を放棄して遊んでいるようにも見えてしまい、神にあって誠実に生きる姿とはかけ離れたものとなってしまっていた。ユダヤでは、一切を神の支配のもとにと認識しながらも、だからこそ、与えられた自分の役割、つまりは仕事に精を出すことが当然という認識が大きかったので、この類の忠告は、キリストご自身の教えにもあまり見られないように思う。そういう勤勉さとは異なる価値観にあった異邦人社会だからこそ、強く意識して問うべき事柄だったのだと言える。日本の社会ではどうだろう。それも時代によって変化しているのかもしれないが。
 
第一テサロニケ　4:12
　物理的な弱さを抱えていて、それで他の人に支えられていくことは、当然である。律法もまた、ごく基本的な責務として、そういう支えを語っている。だが、この話題はそれとは別の話だ。なしえるだけの力、資質を与えられているのに、単に無視していたり、放り出している、そういう生き方がなされているとしたら、人ははたしてそのどこに、真の魅力を思うだろうか。人には様々にしくじりもあるのだが、でも、尊敬できる生き方というものを追い求めていくことは、とても大切なことである。
 
第一テサロニケ　4:13-18
　パウロはテサロニケ教会の信仰について、生まれたばかりゆえの心配はしているものの、具体的な事柄についてはさほど強い危惧を抱いてはいなかったようだ。けれど、この箇所で取り上げられていることについては、案じていた様子がある。死んだ後のことについては、聖書はさほど詳しく語ってはいない。時代や民族を越えて、強い関心が持たれやすいテーマなのに、である。人間的な面から言えば、そのあたりのことは十分に知り得ていないので（神から指し示されていないので）、勝手に踏み込んだことを語るのはふさわしくない、という自制であろう。神の御心という点からすると、これは推測にしかならないが、教える必要性がないとお考えになったか、あるいは、かえって弊害をもたらすことを案じられた、のではないか。しかし、この箇所では少し踏み込んだ話が出てくる。これが全体像ではないことをわきまえつつ、その呼びかけに向き合っていこう。
 
第一テサロニケ　4:13
　よく言われていることだが、最初のクリスチャンたちは、キリストの再臨はすぐさまであろう、という印象を持っていた、とされている。決して聖書にはそのことが明言されていないのだが、全体の様子からすると、そういう意識が背後にあったことが感じられるのは事実だ。もっとも、事態を大きく左右することにおいては、そういう思いによって何かが決定的になっていることはない。人々の不安感とか、戸惑いの類、そして聖書は、神を信頼して歩め、という形での呼びかけをしており、再臨の時期がいつか、ということからの呼びかけはしない。テサロニケ教会も、その点は承知していたようだが、ただ、再臨が違いとすれば、という前提からの戸惑いが生じていた。それが、先に死んだ人々のこと、である。
 
第一テサロニケ　4:13
　テサロニケの人々は考えたようだ。キリストが再臨される時、すでに死んでしまった人たちはどうなってしまうのだろうか、と。生きていて、ちゃんと迎えられた人々は幸いに招かれるということは安心していたようだ。でも、死んでしまった者たちはもはや何もできない、迎えることもできない、とすれば彼らはせっかくの幸いから外されてしまうのではないか、である。彼らがそのように考えた理由はいくつか考えられる。一つは、死の力を圧倒的と受け止めて、そこに至ったらもはや希望はない、という認識。その背後にあるのがギリシア的な観念によるのか、それとも罪の結果は死であると告げる聖書自体の言葉によるのかはわからない。が、死に対する強い恐れは感じられる。もう一つ、想起されるのは、イエスご自身が語られた10人の娘たちの話、花婿を迎えられた人たちと、迎え損なって中に入れなかった人たち。そこから、生きている自分たちと死んでしまった人々、それも大切な親しい人々のことと重ね合わせて不安に陥った、のかもしれない。はっりきとした原因は確定できないが、聖書自体にもそういう戸惑いにつながりそうなことは出ているのは確かで、テサロニケの人々が迷信的に勝手に間違いに陥ったと片付けるわけにはいかない。
 
第一テサロニケ　4:13
　死に関する感覚は、テサロニケだけでなく、現代の私たちにも見られる傾向だと思う。それも、聖書を知り、キリストを知っている者たちにおいて、である。死というものについて、教会は強い否定感を語ることが多いように思う。理由は明確で、罪の結果としての死が聖書に明記されているからだ。そのことに焦点を合わせると、当然に死は唾棄すべきものとなり、死なないことが重視され、死ぬことが神からの刑罰のような意味合いで受け止められやすくなる。実際的には、すべての人は死ぬので、すべての人を否定的に語るのは感情的に受け止められないから、曖昧な形で語られることが多くなるのだが、論理のみで語ろうとすると、死を否定する言い方になることが多い。でも、聖書が死をそのように語っているかと言えば、それはちょっと待てよ、と言わねばならない。罪の結果としての死も語られているが、同時に聖書は、神にあって生涯を歩み、神にあって生涯を終えるという意味での死も語る。当然にそれは刑罰ではないし、それに、この地上を神がやがて終わりになさるのであれば、地上で永遠に生き続けることは決して幸いとは言いがたく、死はむしろ神の温情とも言える。が、ここで死に関する話を突き詰めて語るわけにはいかない。ともかく、テサロニケの人々が陥った戸惑いは、現代のクリスチャンにもあり得ることを意識しておきたい。
 
第一テサロニケ　4:13
　テサロニケの箇所に戻ると、人々は悲しみに沈んでいた。先に死んでしまった人々は失われてしまい、キリスト再臨の時に、その幸いに迎え入れられないと考えていたからだ。そこには、生きている者と死んだ者との格差のような観念も見られる。生きている自分たちは大丈夫だが、死んだ人たちはもうおしまいだ、と。だから15節には「生きている者が先に眠った者よりも先になることはない」と語られている。神の前にすべての人は平等であるということは、生きている者と死んだ者との間でもそうなのだ、ということを、覚えておきたい。そうすれば、様々な理由で同じようには動けない人々について、優越とか、かわいそうにとか、そういう感覚を持たずにいられるかもしれない。
 
第一テサロニケ　4:13
　この眠っている人たち、というのは、14節では「イエスにあって眠った人たち」と表現されている。この言葉を耳にすると、殉教した人たちか、そうでなくても信仰を持った後で死んだ人たちのことを思い浮かべやすい。ただ、そうだとするとテサロニケ教会では、パウロたちがギリシアまで進んでいる間に、それなりの人数の死者が生じていたということになりそうだ。テサロニケ教会はまだそれほど大人数ではない。迫害によって多数が殉教したという様子もない。病気や災害の話も出てきていない。それなのに、数か月、あるいはせいぜい1,2年で次々と死者が生じた。ありえないことではないけれど、ちょっと違和感もある。少人数でも心は痛い。がそれならば、個人名を出して語っても良さそうな話だ。ここは少々考えさせられる。
 
第一テサロニケ　4:13-14
　ここにある眠った人々、クリスチャンで死んだ人、と考えるのが順当だが、大事になるほどに死者が出たのか、という戸惑いは残る。一つの可能性としては、パウロがテサロニケに福音を届けるよりも前に死んだ家族などのことを、人々は案じていたのではないか、ということだ。ただ、その場合には、そういう人たちについて神がどのように扱われるのかという点での問題がある。パウロは祖先について、神にあるという言い方をしていることがある。パウロの両親や祖父母などは、おそらくイエスよりも前の時代の人で、福音を知る機会はなかっただろう。でも、肯定的な扱いがなされたりもする。このあたりについて、聖書は明確な説明をしてはいない。ただ、キリストを知らずに死んだから希望はない、というふうな扱いになっているかどうかは、留保が必要だとは思う。
 
第一テサロニケ　4:14
　悲しみに沈む必要がない理由は、死は終わりではないから、である。クリスチャンたちは、キリストが死んで復活されたことを知っている。第一コリント15章にもあるように、もし、死が絶対のものであるとしたら、キリストもまたよみがえらなかったはずである。神は、ご自身に関わるところだけ例外、みたいなことはしない。コリントの箇所はそういう矜持を前提としている。それでキリストはよみがえられた。とすれば、死は打ち破ることができるもの。もちろん、人間にはその力はない。だが神が関わってくださるなら、死はもはや絶対のものではない。だから、死んだ者たちについても、神がそうしてくださるなら、彼らは再び戻されるのである。
 
第一テサロニケ　4:14
　与えられている希望において大事な点は、キリストが連れてきてくださる、ということだ。それは、神の力があってこそ、ということであり、また、神の力と約束は絶対で、反故にされることはないということであり、そして、単に生き返るのではなくて、神の御手の中で保たれるということでもある。生き返っても、そのまま放置されてしまったら意味がない。また、死者にとっては生き返るだけではまたつらい日々が戻ってくるだけになってしまう。神はもっと力強く、この世全体の関わって行かれるのだということが、この約束の中には含まれている。
 
第一テサロニケ　4:15-17
　テサロニケの人々は、死んでしまった人たちのことを哀れんで、悲しんでいた。だがここには、その思いは間違っていると語られている。生きている者よりも、先に死んだ者のほうが優先される、つまり、すでに神に近いところに置かれている、ということだ。ここには順番が示されていて、まずは死んだ者たちが先にキリストに会う準備を整え、次に生きている者が死んだ者たちと一緒にされて、共にキリストに会うのだ。キリストが連れてこられるのだから、よみがえる前にすでにキリストに会っている、のかもしれないが、そのあたりはさほど明瞭な語られ方はされていない。これは聖書が百科事典ではなく、それぞれの場面で必要なことに応えるための語りかけであることが関係する。私たちとしては、語られていない部分については、自らを抑制して、あまり踏み込みすぎないことも大事である。
 
第一テサロニケ　4:17
　この箇所が、携挙と呼ばれる話の根拠となっている。ただ、キリストの昇天の時と重ね合わせて語られていることは明らかであり、あの際も、決して神の国は天の上にあるわけではないので、象徴的というか、見ていた弟子たちにわかりやすい形をもって示されたものであった。空中で会う、ことには、たいした意味はない。キリストに会った後、雲の上にある神の国で過ごすならば別だが、そうではないことは黙示録からも分かるので、神のもとからおいでくださったキリストとの再会、ということを指し示すことが最重要である。だから、会う場所が空中でも、地面に接していても、それは同でも良い話である。また、この箇所とマタイ24:40-を重ね合わせて、突如、人々の姿が世の中から消える、という話がなされることがあるが、それではおとぎ話になってしまう。この箇所が告げようとしている大事なことは、眠った人々は決してかわいそうではなく、私たちはともに、御国から戻ってこられるキリストの前で再会できるのだ、ということである。
 
第一テサロニケ　4:17
　13節からの話は、もともと、死んだ人との別れへの悲しみ、痛みに由来する。だから、その眠った人々との再会があるのだという呼びかけは、人々に大きな励ましとなったことだろう。しかしこの手紙は、その人々との再会だけでは満足していない。私たちは、一緒になってキリストに会うのである。人々同士の再会だけではなく、キリストと、というところが大きい。それこそが確かな励ましである。考えてみると、礼拝もまた同様である。人々がともに集うだけでは足りない。神との出会いが鍵である。ただし、神との出会いだけでも足りない。人々と共に、こそが励ましになり得る。神のなさる恵みはとても大きいのだと、痛感させられる。
 
第一テサロニケ　4:18
　パウロがこれらのことを書いたのは、励ましのためである。むろん、単なる夢物語を語っても意味はない。それが現実だからこそ、確かな励ましになる。でも同時に、事実関係を解明するだけでは、この箇所の意図には合致しない。これらの言葉によって人々が励まされてこそ、である。その点では、時代や地域、相手によっては、悲しみや落胆の趣旨が異なるかもしれない。それらに応答して、神にある希望を提示し続けることは、この箇所の意図と深くつながるものである。私たちはそれをしっかり見定めていくべきだろう。
 
第一テサロニケ　5:1-4
　キリスト再臨の時がいつなのかは、昔から多くの人が知りたがっていることである。これだけ皆が望んでいるのだから、教えてくださってもよさそうなもの、とも考えたくなるのだが、それは決して告げられないというのが、聖書の一貫した答えである。だとすれば、知りたいと願うこと自体はやめられないとしても、そのことに情熱を注ぎ込むのはふさわしくない。まして、勝手な物言いは厳禁である。様々に思い描いたり、夢を抱くあたりまでは良いが、具体的にいつ頃とか、そんなふうに吹聴する人がいたら、その主張は確実に間違っている。
 
第一テサロニケ　5:4
　キリスト再臨の日がいつであるかを考える必要がない理由は、盗人のように襲うことはないから、だとある。つまり、いつであろうとも、突然であろうとも、心配はいらない、ということである。台風がいつ来るのかは、ちゃんと予測を知りたい。それに基づいて避難とか、家の周りの片付けとか、自転車をどこに置くとか、防御を固める必要があるからだ。でも、その日に対する防御の必要性はない。再臨の日に与えられるのは幸いであるからだ。誕生日のサプライズパーティーは事前に知っておく必要がない。最善をなしてくれると信頼できるからだ。神が与えてくれるのも最善だからこそ、いつだろうと慌てなくても良い。ある朝、起きたときにそれが訪れるのならそれで良いし、地上での生涯を終えてからでも、いっこうにかまわない。何の問題もないと分かっていたら、慌てる必要も、その時期を知る必要性もないと気づくだろう。
 
第一テサロニケ　5:4
　慌てなくても良い理由として、「あなたがたは暗闇の中にいないので」と語られている。「暗闇の中にいないのであれば大丈夫」ではなくて、もう大丈夫、と言われている。つまり重要なのは、私たちの備えが万全かどうかではない。信頼できる神が共にいてくださるのだから、何の心配もいらない、ということである。人の備えは常に不十分である。必要なことは、一切を支え導いてくださる神と共にあること。だとしたら、その日を恐れる必要などあるはずがない。
 
第一テサロニケ　5:2-3
　安心していれば良い、と語られているのに、2-3節には警戒すべきことが語られているのはなぜか。「あなたがた」と「彼ら」が対比されているように、もしその人がキリストを知らず、信頼もしておらず、待ち望んでもいないとすれば、そうなると、その日には驚き慌てるのは避けられまい。立派にやっていたとしても、である。思いも寄らない相手が戻ってきたら、唖然とする。まあそれでも、適切にしていたら、むしろ喜んで迎えることができるだろうが。でも聖書が語るのは、立派にやり遂げているかよりも、信頼して待っていれば良い、というほうである。
 
第一テサロニケ　5:2
　だとすると、何ら気にせず、再臨の時など考えもせずにいれば良いのか。いいや、聖書には繰り返し、信仰者たちに対しても、ふさわしく向き合うようにと告げている。その日のための備えではない。与えられている日々を誠実に歩み続けることが肝要である。再臨の日に待っているのは、そういう歩みの結果である。だからこそ、明日でもいい、1万年後でもいい、そういう志が必要だと、そのように言える。
 
第一テサロニケ　5:2
　この書簡が語っているのは、主が再び来られる日、についてである。終末、あるいは世の終わり、ではなくて、キリストの再来について、である。もちろんその二つは同じことを指している。だが、この世の終わりだと騒ぐことと、キリストが再来されると歓喜の声を上げるのとでは、その意味合いは全く違う。忘れてはならない。神は幸いをもたらすためにこそ、再臨の時を定めておられるのだということを。
 
第一テサロニケ　5:5-11
　昼と夜、という対比は、あくまでもわかりやすい比較の話なので、夜は悪だと言っているわけではない。光と闇の方がその感覚は分かりやすいか。光である神と共にあることを喜ぶのか、それとも光を避けて、つまりは闇の中に逃げ込んでしまおうとするのか。神と共に歩むことに幸いを見いだしているのなら、それを切望しているのなら、当然に、その光に沿った歩みをすべきである。第二のほうに書かれているが、救われているのだから適当に遊んでいればいいや、というあり方は、むろん、光に沿ったものとは言えない。恐れる必要も、案ずる必要もないが、だからこそ、主にあって生きることを追い求めることは大切であるのだ。
 
第一テサロニケ　5:6-7
　眠るという言い回しは、聖書の中でも様々に使われている。世の中でも多様な意味合いがあるのだから、格別、統一的な意味合いを探し求めなくてもいいだろう。ここでは、真実から目をそらして、自分たちに与えられたいのちの幸いにも目を向けようとせず、自己放棄的に過ごしていることを指す。夜に眠るのは健康からすれば当然だし、神の守りの中で安心して身を横たえるのは幸いなことだ。でも一般的には、寝るのは無防備の同義語だし、酔うこともまた防御や警戒心を解くことを指す。言い換えればそれは、せっかく神が幸いの道を備えてくださっているのに、適当に放り出して、関心も示さずにいること、である。それは、再臨だけでなく、今の日々としてもあまりにも危うい。
 
第一テサロニケ　5:9
　身を慎んでいる理由は、救いを得るように定められているのだから、とあるのは、注目すべきポイントである。多くの場合、しっかりやるべき理由は、神に認められるためとか、捨てられないため、とかであろう。キリスト教信仰においても、そういうふうに受け止めている人も少なくない。だが、そうではない。神の祝福はすでに与えられている。与えられているからこその確かな歩み。愛されているから、愛されている者らしく生きる、というのも同類の話だ。愛されるために、ではない。改めて考えてみると、神によって造られ、いのちを与えられたからこそ、私たちは神と共に歩む。いのちをもらうために神と共に歩むのではない。そんなこと、できるはずもないのだから。
 
第一テサロニケ　5:11
　昼の者として歩むために必要なことは、互いに励まし合い、互いに高め合うこと、とされている。自分自身の鍛錬というふうではなくて、互いに、ということ。共に歩む者たちがいなければできない、ということでもあるし、自分のために頑張るという姿勢では前に進めはしない、ということでもあり。隣人を愛せ、が究極の教えとされていることとも重ね合わせると、神が人に与えておられる生き方、存在の仕方というものの基本線が見えてくるではないか。
 
第一テサロニケ　5:11
　互いに、と呼びかけて、他の人と共に、ということが意識されているのだが、これは決して、群れることが人間の本質、と言いたい話ではない。人々と一緒にいることを好む人もいるし、一人で行動することを好む人もいる。それは感覚の違いの話であって、どちらが信仰的、とか言うものではない。人々と一緒にいても実は自分のことしか考えていない人もあるし、一人で動いていても、決して自分に自信があるのではなく、また、他の人を無視しているわけではないことも多々ある。教会や礼拝というもののあり方としては、どちらのタイプにも対応するものであることが必要だろう。具体的には簡単ではないけれども。
 
第一テサロニケ　5:12-13
　この言葉を、いわゆる教職者の扱いに関連する話として取り上げるのはどうかな、と思う。当時のテサロニケ教会は、始まって間もない状態である。テサロニケに限らないが、制度などが整っているわけではない。牧師の招聘手順だの、給与体系での、そんなものはあるはずもない。むしろテサロニケでは、集まっている人々の中で、主に導かれた人たちが何人か、他の人のために奔走していたということだろう。だからこれは、いろんなケースに当てはまる。青年会のリーダーたち、大学の聖研での上級生たち、婦人会のお世話役の人たち。リーダーたちに限らず、周りの人のことを思いやって、少しでも支えていこうとしているすべての人について、その働きの故に尊敬を払い合っていこう、ということである。当然に、彼ら自身の姿勢が問われるし、また、受ける側の姿勢も問われる。互いに愛せはこの信仰の鍵だが、それはこういうところでも具体化される。
 
第一テサロニケ　5:13
　平和を保て、と語られている。喧嘩をしていた、ということではあるまいが、テサロニケの場合、信仰が始まったばかりであるし、まわりの圧迫も強いし、さらには助け導いてくれるパウロたちはいないしと、ストレスの大きい状況である。そうなれば、些細なことで戸惑ったり、神経が過敏になることはあり得る。でも、混乱していては物事に対決できない。本来で言えば、余裕がないときは争ったりすることはできない。健全な対決などはできない。厳しい状況なら、何としても争いは止めておくべきなのだ。実際には、つらいときほど争うのだが。人は自らを壊していくのだと、痛感させられる。
 
第一テサロニケ　5:14
　この一節、私はとても好きである。大切だと思う。問題がある時、その人々を放置はできない。しっかりと覚悟を決めて向き合う必要がある。だがそれは単なる糾弾ではない。正義のためでもない。自分が正しいことをするためではない。その相手を励まし、世話をし、寛容であるために、である。そのことを心していくところにこそ、前に向かって進む道は開かれていく。
 
第一テサロニケ　5:15
　この話題はローマ12:19-にも出てくる。つまりは、人は悪に対しては対決し、相手にも害をもたらすのは当然だと考える。復讐は当然の権利だと考える。でも神はそう言わない。そのことは神に任せよ、と言う。そして、人と人との間では平和を保て、と。神を本気で信頼できなければ、これはかなり難しい。でも、私たちは神を信じているはず。時々聖書は、信仰を問う。神のために犠牲を払うかどうかではなく、神に委ねて幸いを歩む気があるかどうか、が問われる。そこにしか道はないと知っていても、それでも難しいと思ってしまう、人の姿である。
 
第一テサロニケ　5:16-22
　16-22節は一連の語りかけであり、それぞれは簡潔な言葉で記されているので、細かく考えるよりも全体としての呼びかけを受け止めるのが、本来的な聞き方だろう。が、それではもったいないとも思えるので、明日からひとつずつ取り上げることにはする。その上で全体として受け止めるならば、神にこそ目を注ぎ続けよ、という呼びかけと言える。直面する事情はいろいろある。知るべき信仰の奥義もいろいろある。そしてパウロは、この短い手紙でそのすべてを示すことはできないし、テサロニケの人々の隣にいて困難に手を貸すこともできない。ないものだらけだが、でも、神がおられる。御子を与えるほどに人を哀れんでくださっている神がおられる。だから、人々が神に心を傾け続け、神に寄り頼み続けること、それが究極の励ましであり祝福なのだと、そういう切なる呼びかけとして、読んでいただくと良い。
 
第一テサロニケ　5:16
　それで個別のことを考えてみる。いつも喜べ、と言われて、思い浮かぶのは次のどれかだろう。そのとおり、いつでも楽しい。楽しくなるために頑張ろう。つらいことや悲しいことには目を塞いで、自分をごまかそう（酔うのも手か）。そんなのは無理、現実を無視した夢物語だ。どれを採ってみても、健全とは言いがたいものになってしまう。でも、一つだけいつも喜んでいられる可能性がある。それは、神の助けがあることを知っていれば、である。嵐の中でも、親の懐に抱かれている子どもはすやすやと眠れる。信頼できる相手がいて、ちゃんと支えられているならば、そのことは、他の様々な苦悩を越えて、喜びになり得るだろう。ただし間違えないで。神がいるのだから悲しむな、ではない。うめくな、でもない。我慢など、神は求めていない。その嘆きを含めて、神は助けてくださる、それを体験できるようにという願いであり、祈りである。
 
第一テサロニケ　5:17
　祈りはとても大きなテーマであるのに、こんなにも短く語るのみ。もったいないようにも思うが、パウロとしては祈りに関する教えを伝えようとしているわけではない。テサロニケの人々が直面する様々な苦難、それを乗り越えていくために、祈りなさいと言う。祈りとは、神に申し上げることである。願いもあるが、困っていますといううめきもある。ともかく、言うべき相手は神である。キリスト教の祈りは、聖書の祈りは、諸宗教における祈祷とは違う。それらは、祈祷師という存在にも見られるように、祈る人の精神力や神通力によって困難を突破する手法のようなものだ。でも、聖書が祈れと言うのは、言い換えれば、神に頼れ、である。旧約でも繰り返し語られている。人に頼るな、国に頼るな、自分に頼るな、神にこそ頼れ、と。それこそが事態を動かす鍵であるのだ、と。だから簡潔で十分。
 
第一テサロニケ　5:18
　感謝とは、つまり、誰かが自分に良いことをしてくれたと認識しているからこその行動だ。何もしてもらっていなかったら、ありがとう、と言うのは変だ。通りすがりの見知らぬ人に、突然、感謝したら、避けられるだろう。友人でも、何もないのにありがとうと言ったら、何かを求められていると誤解されそうだ。でも、受けているのなら、感謝する。それは、与えられたものを喜んでいること、評価していること、そして、その相手に対して深い喜びを覚えていることの表明である。ここではその相手はむろん神ご自身である。「すべて」とあるので、喜べないこともあるのに、という話が出てくるが、そういう話ではない。神から受けているものはいくらでもある、感謝は尽きることがない。もちろん願うのだ。いろいろと求めるのだ。切望もする。祈るのだ。それをするなとは言っていない。満足していろという話ではない。神を信頼するからこそ祈り、神の御業を信頼するからこそ感謝をする。この基軸こそが、様々な課題を乗り越えていくための要である。
 
第一テサロニケ　5:19
　奇妙な言葉である。御霊とは三位一体の神、聖霊のことだ。神を消すことなど、人にできるはずもない。でも、考えてみると、人はしばしば、父なる神を無視して、その御心を顧みず、その言葉を拒絶してきた。旧約はその様子が繰り返し語られている。キリストを消すこともしてきた。パウロ自身、キリストを否定し、だからこそキリストを信じる者たちを弾圧した。そう、人は神を消し続けてきている。聖霊は、より密やかな方だ。それだから、それだから人は容易に無視しやすい。霊感を強くして、聖霊を感じろ、という話ではない。新約が聖霊について語る際には、まさに密やかなこと、表には現れにくい、人の内側に関わる事柄に神が関与されることを告げる際がとても多い。だから、そういう神の働きかけ、導きに、しっかりついて行け、ということである。神に聞き従え、と言い換えても、さほどの違いはない。もっとも、それが非常に欠けているのが人の常であるのだが。
 
第一テサロニケ　5:20
　預言というものについては、初期のクリスチャンたちは、旧約の系譜を意識していたに違いない。旧約において神が人々に呼びかけられるのは、アブラハムたちのように個別に直接というものもあるが、より明確なのは、律法としての定めであり、それから預言者たちを通じて、である。試薬時代にも預言者はいたが、その位置づけはかなり違う。預言者よりもキリストご自身の存在が際立っており、だから、キリストの言動を伝える弟子たちの言葉のほうが大きく取り扱われている。それで、預言と呼ばれているものは、いわゆる預言者ではなく、キリストの教えを説いている人々の行動のことだ、と説明されることも多い。内容的にはまさにそれが妥当ではあるが、そこに限定して良いかどうかは、思案が必要だとは思う。むしろ、両方をさほど分別せずに受け止めていたというのが、当時の様子であったと考える方が良さそうではある。
 
第一テサロニケ　5:20
　昨日の続きだが、軽んじるとはようするに、聞き流す、顧みないということだ。せっかく信仰に入ったテサロニケの教会が、どうしてせっかくの呼びかけを軽んじるのか。不思議な話だと思いたくなるが、でも、これはしばしば見られることだ。熱心に神を思うのだが、でも、ちゃんと神に聞き、神に従うことについてはさほど熱意を持たない。ようするに、自分の熱意に酔い、それで満足しているということである。恋に恋して、相手のことを見ていない、という話があるが、神に対しては、よりいっそう、そういうふうになりやすい。何しろ、世界の宗教心の大半は、自分自身の熱意こそが重視されるのだから、当然の反応とも言える。でも、この信仰は神によりすがるものである。神と関わるものである。だから、神の呼びかけを軽んじては、どれほど熱心でも、どれほど犠牲的でも、それは意味を持たない。
 
第一テサロニケ　5:21
　吟味せよ、というのはまがい物があるからだ。イエスご自身も語られていた。毒麦があるのだと。偽キリストもあるのだと。信じて間もない人々については、この点での不安が大きい。彼ら自身が間違いを犯すことよりも、よく識別できずに惑わされてしまうことについて、である。長年の蓄積を持つ者は、情熱的には下がっている可能性もあるけれど（そんなことはなく、常に赤々と燃えている人もいくらでもいるが）、おかしなものについては、何か変だぞと気づく可能性は高くなる。逆に、そういうものら刺激を感じてついていってしまう愚かさもあるけれど、何かが違うという感覚は持ちやすい。だからこそ、テサロニケのような初心の人々には、口を酸っぱくして、吟味せよと言い続ける必要がある。否定的になるのではない。良いものは受け止めていく。だが、警戒せよ、と。パウロの親心である。
 
第一テサロニケ　5:22
　前の節に続いて、警戒が語られている。実際的には、「あらゆる悪」から離れることはできない。この世には悪があり、それを払拭することはできない。神ご自身がそれをなさってはいない。できるか、と言えばできるが、それをすれば人の命運は終わるから、少なくとも今、神はそれをなさっていない。とすれば、悪から完全に離れるにはこの世と断絶するしかない。でも聖書はそんなことを求めてはいないし、むしろ否定している。さらには、悪は自分自身の中にもある。それから離れることなどできない。離れようとしたら自分を否定することになってしまう。それはできない、してはいけない。神はあなたを否定してはいないのだから。だから、実際的にはあらゆる悪から離れることはできない。これはパウロの親心である。人々のことを案じて、何とか守られるようにという願いだ。だから、全面的にできたかどうかを検証などはせずに、心構えとして、悪に対していいかげんにせずに、きちんと警戒することが必要である。聖書の読み方に関する一例でもある。
 
第一テサロニケ　5:23-24
　聖なるもの、責められるところのないもの、になることは、人には無理な話だ。決して手の届かないもの、である。でも、心配はいらない。それを成し遂げてくださるのは神ご自身であると語られている。人の側では心配し、本当だろうかといつも不安におののいているのだが、「あなたがたを召された方は真実だ」と宣言されている。この約束、この確証こそが、福音の正体である。神は道を指し示すだけの方ではない。その道を歩めるようにしてくださるのは神ご自身。この方は導師ではなく救い主であるからこそ、である。
 
第一テサロニケ　5:23
　責められるところのないもの、とは何だろうと考える。聖なるとは、完全さを示す言葉ではなく、神のものとされたことを告げる。とすれば、責められるところのない、もまた、一点の曇りもない、ことではあるまい。問題はある、課題はある。でも、神が受け入れてくださる。もはや責めはしないと告げてくださる。放蕩息子について、人は思うのだ。父親は彼を迎え入れたが、でもやはり彼は責任を取るべきだろう、と。兄と同じ感覚である。でも父親は弟息子を全面的に受け入れた。戸惑うほどであるし、ためらうほどであるし、そんなことができるのかと疑心暗鬼にすらなるほどだが、でも、それが神の業であると主は語られた。だとすれば、答えははっきりしている。道はすでに開かれているのである。
 
第一テサロニケ　5:25
　この手紙は、パウロがテサロニケの人たちのためるに祈っている、という呼びかけである。だがここには、テサロニケの教会がパウロのためにも祈ってくれる必要性が語られる。それが現実である。パウロたちだって助けが必要である。そしてまた、信仰の経験の軽重はあっても、すべての者たちの神への祈りは、確かに価値がある。神はその祈りに答えてくださる。だから、祈ることが必要であるのと同じように、祈られることが必要である。いやこれは、祈りそのもの以上に、神ご自身の助けを必要としていることを、パウロが吐露しているものでもある。
 
第一テサロニケ　5:26
　口づけ、は当時の親しい挨拶を示すものだ。日本の風習ではないが、そのあたりは読み替えて構わない。新約に「互いに握手をしましょう」とか「ちゃんとお辞儀しましょう」と書いても意味がない。それはそれとして、なぜここに互いの間での親しい関わりを語ったのか。礼儀の話ではないだろう。もっと親しく関わることを呼びかける。テサロニケはまだ小さな教会だ。でも元気に動いていて、徐々に人も増えてきていたことだろう。新しい人も加わる。まだ親しくない人も、である。とすれば、互いにちゃんと関わって、ちゃんと向き合っていくことは欠かせない。教会は神の家族だが、いわゆる家族とは違い、目新しい人が増えていく場でもある。そのような環境で家族として歩むためには、親しみが必要、という呼びかけだろう。もっとも、あっさりと一言語っているだけなので、この話題をさらに推し進めようというつもりではなかったようだ。
 
第一テサロニケ　5:27
　パウロの手紙は、テサロニケ教会の代表者が受け取り、読んだことだろう。指導者が受け止め、それを教会の中で適用していく。一般的なやり方ではある。だがパウロは、この手紙をそのままに読み上げることを求めている。教えは皆に届けるべきものであるから、である。旧約の時代から、折に触れて神の呼びかけは民全体に読み上げられていた。神の言葉は、そのままに人々に提示されるべきなのだな、と痛感する。もちろん、そのまま提示したから、それで終わり、というわけにはいかない。だが、どのように語るにしても、そこで提示されるのは、神は何を語られ、何を約束されたか、である。それが聖書というものであり、神の言葉というものである。
 
第一テサロニケ　5:28
　終わりの祝福の祈りである。その言葉自体は、いつも繰り返されているもので（手紙によって多少の違いはあるが）、テサロニケ教会に向けて、ということで取り沙汰する必要性はない。でも、こうして祝福の祈りがなされるのを見ると、やはりここなのだな、と思う。神の祝福があるようにと願う、求める、それが、人のことについて思うこと、自分について願うこと、それがあれば、それがなくては、と。パウロはテサロニケのために必死に書いた。だが、何よりも大事なことは、神がテサロニケの人々を顧みてくださっていること。だからこそ人々にも、その神により頼め、と呼びかける。
 
第一テサロニケ終わり
　第一テサロニケは終わりです。でも、第二の手紙も、さほど時間を置かずに書かれた模様ですので、続けて読むことにします。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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